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１． 当四半期決算に関する定性的情報 

当社は、2021 年 10 月１日に単独株式移転によりヤマエ久野株式会社（以下「ヤマエ久野」という。）の完

全親会社として設立されましたが、連結の範囲に実質的な変更はないため、前年同四半期と比較を行って

いる項目については、ヤマエ久野の第 77 期第２四半期連結累計期間（自 2021 年４月１日 至 2021 年９

月 30 日）と比較しております。 

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当企業グループ（当社及

び当社の関係会社）が判断したものであります。 

（1）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症第７波の影響を受けつ

つも、行動制限は徐々に解除され、経済活動の正常化に向けた動きが進んでおります。一方、地政学的リ

スクをはじめ原材料・原油価格の高騰や急激な円安進行など、先行き不透明な状況が継続しております。 

このような環境の下、当企業グループは、「流通のトータルサポーター」として、グループ一丸となってサ

プライチェーン全体の発展に寄与していくと同時に、川上から川下までありとあらゆる場面においてビジネ

スをプロデュースする企業集団として、総合力を活かした営業体制の構築に努めてまいりました。また、新

型コロナウイルス感染症の影響下においても、お取引先様と従業員の健康と安全確保に最大限配慮しな

がら、商品・サービスの安定供給を維持・継続して社会的使命を果たすとともに、永続的な成長を可能とす

る事業基盤の強化に努めてまいりました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、2,816億 97百万円（前年同四半期比16.6％

増）となり、401 億 96 百万円の増収となりました。 

利益面におきましては、グループ全体で業務の見直しや効率化に取り組むことで経営基盤の強化を図り、

経常利益は 43 億１百万円（前年同四半期比 85.0％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、

29 億 69 百万円（前年同四半期比 210.8％増）となりました。 

（2）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ 406 億 38 百万円増加し、

2,215 億 29 百万円となりました。主な要因は、「現金及び預金」の増加額 71 億 50 百万円、「受取手形、売

掛金及び契約資産」の増加額70億 25百万円、「商品及び製品」の増加額27億 10百万円、「仕掛販売用

不動産」の増加額 22 億２百万円、「原材料及び貯蔵品」の増加額６億 69 百万円、「建物及び構築物(純

額)」の増加額 26億 73百万円、「土地」の増加額 24億 62百万円及び「のれん」の増加額 72億 57 百万円

によるものです。 

負債におきましては前連結会計年度末に比べ 396 億 45 百万円増加し、1,600 億円となりました。主な要

因は、「支払手形及び買掛金」の増加額93億 32百万円、「短期借入金」の増加額162億 57百万円、及び

「長期借入金」の増加額 111 億８百万円によるものです。 

また、純資産におきましては前連結会計年度末に比べ９億92百万円増加し、615億28百万円となりまし

た。主な要因は、「利益剰余金」の増加額20億21百万円、「資本剰余金」の減少額５億89百万円及び「非

支配株主持分」の減少額４億１百万円によるものです。 

（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  2022 年５月 11 日に公表いたしました連結業績予想の変更はありません。 
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(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、2022年８月１日付で、連結子会社であるデリカＳＦホールディングス株式会社の株式を追加取得

いたしました。この結果、主に当該追加取得に伴い、当第２四半期連結累計期間において資本剰余金が

589百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末において資本剰余金が595百万円となっております。 

（会計方針の変更等） 

時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用 

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 31 号 2021 年６月 17 日。以

下「時価算定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計

基準適用指針第 27－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新た

な会計方針を将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はあり

ません。 
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